
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

救

急

病

院

の

認

定

医

療

推

進

課

○

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

事

業

の

認

定

監

理

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

経

営

支

援

課

○

奨

励

品

種

の

選

定

等

農

産

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
八
号 

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救

急
病
院
を
次
の
と
お
り
認
定
し
た
。 

令
和
五
年
十
二
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

津
山
中
央
病
院 

２ 

所
在
地 

津
山
市
川
崎
一
七
五
六 

二 

認
定
年
月
日 

令
和
五
年
十
二
月
十
九
日 

三 

認
定
の
有
効
期
限 

令
和
八
年
十
二
月
十
八
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
九
号 

 

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
を
認
定
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

起
業
者
の
名
称 

美
咲
町 

二 

事
業
の
種
類 

（
仮
称
）
美
咲
町
西
幸
会
館
移
転
整
備
事
業 

三 

起
業
地 

１ 

収
用
の
部
分 

岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町
西
幸
地
内 

２ 

使
用
の
部
分 

な
し 

四 

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由 

１ 

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

（
仮
称
）
美
咲
町
西
幸
会
館
移
転
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第
三
条
第

二
十
三
号
に
掲
げ
る
「
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
よ
る
社
会
福
祉
事

業
」
に
該
当
す
る
施
設
を
整
備
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す

る
と
判
断
さ
れ
る
。 

２ 

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
美
咲
町
は
、
本
件
事
業
を
「
美
咲
町
第
三
次
振
興
計
画
（
令
和
五

年
三
月
改
訂
）
」
に
位
置
付
け
て
お
り
、
本
件
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
財
源
措
置
を
講
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

３ 

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

(1) 

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は
、
既
存
施
設
の
利
用
者
の
九
割
程
度

が
自
家
用
車
で
来
館
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
に
は
三
台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
し
か
な
く
、

敷
地
は
狭
く
、
近
隣
に
駐
車
場
も
な
い
こ
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
多
目
的
ト
イ
レ
の
未
設
置
等

で
高
齢
者
や
障
害
者
等
へ
の
配
慮
が
欠
け
て
い
る
こ
と
、
耐
震
性
の
不
足
や
水
回
り
の
不
具
合

等
で
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
等
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
駐
車
台
数
四
十
九

台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
可
能
な
敷
地
へ
移
転
し
、
ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
に
配
慮
し

た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
、
新
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
施
設
を
新
築
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
施
設
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
相
当
の
寄
与
が
見
込
ま
れ
る
。 

ま
た
、
本
件
事
業
の
計
画
に
お
い
て
は
、
①
利
用
者
の
多
く
が
来
館
し
や
す
く
、
地
区
内
で

住
民
が
集
い
や
す
い
場
所
で
あ
る
こ
と
、
②
災
害
時
に
避
難
場
所
と
し
て
活
用
で
き
る
場
所
で

あ
る
こ
と
、
③
事
業
費
が
低
廉
で
経
済
的
合
理
性
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
複
数
の

候
補
地
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
最
適
と
な
る
案
を
採
用
し
て
い
る
。 

(2) 

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
業
が
環
境
影
響
評
価
法
（
平

成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
対
象
事
業
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
保
護

の
た
め
特
別
の
処
置
を
講
ず
べ
き
動
植
物
が
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
本
件
事
業
地
内
の
土
地

に
お
け
る
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
に
よ
る
周
知
の
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
軽
微
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

(3) 

(1)
で
述
べ
た
得
ら
れ
る
利
益
と
(2)
で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

４ 

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 
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本
件
事
業
に
つ
い
て
は
、
自
家
用
車
で
の
利
用
者
の
多
い
当
該
施
設
に
対
し
、
必
要
な
駐
車
場

面
積
が
確
保
可
能
な
敷
地
へ
移
転
し
、
ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
採
用
、
新
耐
震
基
準

に
適
合
し
た
施
設
を
新
築
整
備
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
現

状
で
は
各
種
講
座
や
会
議
等
の
開
催
時
に
は
路
上
駐
車
が
発
生
し
、
往
来
の
危
険
を
招
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
早
急
に
施
行
さ
れ
る
べ
き
事
業
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、

全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
理
的
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

５ 

結
論 

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。 

以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の

で
あ
る
。 

五 

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所 

美
咲
町
地
域
み
ら
い
課 
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
五
年
十
二
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 
県
道 

 

二 

路 

線 

名 

北
房
川
上
線 

三 

道
路
の
区
域 

 
 

 

 

真
庭
郡
新
庄
村
字
備
中
谷
四
九
四
番
四
地
内 

真
庭
郡
新
庄
村
字
備
中
谷
四
九
四
番
四
地
内 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 

新
旧

別 

五
・
四
～ 

一
五
・
四 

六
・
四
～ 

一
八
・
四 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

二
〇
四
・
〇 

二
〇
四
・
〇 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
一
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
五
年
十
二
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

  

  

県
道 

道

路

の

種

類 

北
房
川
上
線 

路

線

名 

真
庭
郡
新
庄
村
字
備
中
谷
四
九
四
番
四
地
内 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

間 

令
和
五
年
十

二
月
十
九
日 

供
用
開
始

年

月

日 
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〔
六
〇
二
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

届
出
事
項
の
概
要 

 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

    
 

名
称 

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ン
鴨
方
店 

    
 

所
在
地 

浅
口
市
鴨
方
町
鴨
方
字
西
柳
通
八
九
八
―
一
ほ
か 

 

２ 

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

名
称 

オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社 

 
 

 

住
所 

東
京
都
港
区
浜
松
町
二
丁
目
四
番
一
号 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
執
行
役 

井
上 

 
亮 

 

３ 

変
更
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

（
変
更
前
） 

 
 

 

名
称 

コ
ー
ナ
ン
商
事
株
式
会
社 

 
 

 

住
所 

大
阪
府
堺
市
西
区
鳳
東
町
四
丁
四
〇
一
番
地
一 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

疋
田 

耕
造 

 
 

（
変
更
後
） 

 
 

 

名
称 

コ
ー
ナ
ン
商
事
株
式
会
社 

 
 

 

住
所 

大
阪
府
堺
市
西
区
鳳
東
町
四
丁
四
〇
一
番
地
一 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

疋
田
直
太
郎 

 

４ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
九
日 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
八
日 

三 

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所 

 

１ 

縦
覧
の
期
間 

 
 

 

令
和
五
年
十
二
月
十
九
日
か
ら
令
和
六
年
四
月
十
九
日
ま
で 

 

２ 

縦
覧
の
場
所 

 
 

 

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課 
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〔
六
〇
三
〕
岡
山
県
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
奨
励
品
種
等
選
定
要
綱
（
平
成
三
十
年
三
月
二
十
九
日
付
け

農
産
第
一
二
六
六
号
農
林
水
産
部
長
通
知
）
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
奨
励
品
種
を
選
定
し
、
及
び
奨

励
品
種
を
廃
止
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

選
定
し
た
奨
励
品
種 

 
 

農
作
物
の
種
類 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

品
種
の
名
称 

 
 

 

大
豆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

は
れ
ご
こ
ろ 

二 

廃
止
し
た
奨
励
品
種 

 
 

農
作
物
の
種
類 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

品
種
の
名
称 

 
 

 

大
豆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ト
ヨ
シ
ロ
メ 

 
 

 

大
豆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

タ
マ
ホ
マ
レ 

三 

選
定
及
び
廃
止
の
年
月
日 

 
 

 

令
和
五
年
十
二
月
十
九
日 
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〔
六
〇
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

赤
磐
市
穂
崎
字
四
反
田
六
七
六
―
一
、
六
七
六
―
三 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
市
北
区
庭
瀬
一
三
〇
―
一
グ
ラ
ン
フ
ル
ー
ル
庭
瀬
Ｂ
二
一
〇 

馬
場 

遼
祐 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
八
月
三
十
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
八
〇
号 

令和５年１２月１９日　岡山県公報　第１２５５９号



〔
六
〇
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
上
林
字
鷺
瀬
九
九
―
九
、
九
九
―
一
〇 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
市
北
区
庭
瀬
二
六
七
―
四
ス
イ
ー
ト
庭
瀬
二
〇
一 

石
﨑 

恭
平 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
十
月
十
一
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
二
一
号 

令和５年１２月１９日　岡山県公報　第１２５５９号


